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に、約 20 人の一般住民が応じて 1999 年 10 月に
結成された。その後、40 人ほどまで増加したが、
2014 年 1 月現在で 11 人まで減少している。月最
























岩手県では 2009 年 4 月からの県立 5 地域診療
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兵庫県丹波市を取り上げる。筆者は 2013 年 3 月
に訪問し、多くの組織にインタビューした。
県立柏原病院（2011 年現在、病床・許可 303 床、






















































ズの全 14 ページで、１冊 100 円である。病気時の
チェックシートのことであり、フローチャート式に
－ 45 －－ 44 －





















































は累積で約 13 万枚（2013 年 3 月現在）に及ぶ。












































































は後期研修医 1 人～ 3 人を含めて 4 人～ 7 人で推
移している（2007 年 4 月、実働 1 人）。会の存在
が就職の主な理由となったケースもある。小児科
の時間外受診者は 03 年～ 05 年の月平均比で 1/4
～ 1/5 となった。時間外受診者の入院割合は増大
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ば、内科を典型として常勤医師数（後期研修医を
含む）はどん底を脱し、ある程度回復しているが、
医師不足が解消されたわけではない（04 年 43 人、



































































年 9 月に地域医療課が新設され、12 年度、13 年
度でそれぞれ 2 億円程度の事業予算を持つ。①「病















て、2008 年 10 月から柏原病院に対する神戸大学
による医師派遣（常勤・非常勤の両方、専門外来
や当直）の費用について、市が県とともに負担す












2013 年度予算で 7,000 万円が確保されている。⑥
医師研究資金貸与事業である。市内の公的病院に










































うと立ちあがった。育てる会は 05 年 4 月に発足
した。同年 11 月に NPO 法人に認証される。東
金病院の医師数は 04 年の 21 人に対して 06 年は
11 人で、このうち内科医は院長を含め 2 人となっ
－ 49 －－ 48 －
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ていた 11）。
育てる会の会員数は 2013 年 4 月現在、26 名（男


































































多い。隔月 1 回（2007 年度までは毎月）、6 千部（12
年度までは 2 万部）の発行である。市内は回覧板
にし、全戸で閲覧できるようにしている（以前は














































かれ、意見交換を行う。08 年 3 月の最終回には
『医師が来る地域になるために私たちができるこ
とは何か』について取りまとめをおこなった。こ































－ 51 －－ 50 －





































































































10）2003 年 2 月の千葉県の県立病院将来構想（案）の公







いる。東金病院の最後の院長は 2014 年 5 月現在、千
葉県循環器病センター理事である。
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